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2022 年１０月１日（土）～１１月１３日（日）

会 場 1 階　特別展示室

 3 階　書道美術常設展示室 ・ 収蔵展示室

開館時間 9：30 ～ 17：00

休 館 日 月曜日（ただし10月10日は開館、翌11日休館）

観 覧 料 一般520円（410円）／高校・大学生360円（290円）／

 小・中学生260円（200円） （　）内は20人以上の団体

 割引料金。小・中・高校生は、土・日・祝日は無料。

 高齢者（65歳以上）と各障がい者手帳をお持ちの方

 は半額。

 　　※開館20周年を記念し、10月23日（日）
 　　　～26日（水）は無料（24日は休館）

関連イベント ■講演会　

  「今井凌雪の書についてー尚古と独創ー」

  講師　中村伸夫（書家、雪心会会長）

  日時　10月2日（日）10：30～12：00

  会場　1階　ギャラリー

  　　　　＊申込必要　先着100人

 ■展示解説　

  講師　佐藤美和（当館専門職員）

  日時　10月26日（水）・11月3日（木・祝）

  　　　　11：00～11：30

  　　　　＊申込不要　観覧券必要
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（徳島市立体育館）

　
今
井
凌
雪
（
１
９
２
２
～

２
０
１
１
）
の

書
は
、
漢
字
の
各
書
体
の
ほ
か
、
漢
字
仮
名

交
じ
り
書
、
篆
刻
、
刻
字
、
映
画
の
題
字
な

ど
幅
広
い
領
域
に
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
書

へ
の
芸
術
的
思
考
が
深
い
書
家
で
も
あ
り

ま
し
た
。
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
た
本
展

で
は
、
１
９
６
３
年
の
第
６
回
日
展
に
出
品

さ
れ
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た「
樹
上
烏
」

や
、
温
か
み
の
あ
る
筆
致
が
独
自
の
世
界

を
創
っ
て
い
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
書「
論
語

朋
遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
」な
ど
の
代
表

作
を
中
心
に
、
理
知
と
思
索
の
上
に
展
開

し
た
多
彩
な
作
品
51
点
を
展
示
し
ま
す
。

自
用
印
や
、
こ
だ
わ
り
の
文
房
具
も
併
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

「
数
典
忘
祖
」　
49
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展
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作
　
（雪
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会
蔵
） 「論語　朋遠方より来たるあり」　70歳　関西の書家百人展出品作　（雪心会蔵）

「荘子達生篇一節」　47歳　改組第１回日展出品作　（雪心会蔵）

　奈良県生まれ。名は潤一。

中谷釜雙、辻本史邑に師事

した。

　1952年、29歳の若さで日

展で特選を受賞し書壇にデ

ビュー。書道史に通じ、中国

語も堪能、学習指導要領の

執筆にも携わった。

　日本芸術院恩賜賞・日本

芸術院賞、日展文部大臣賞

などを受賞。日展参事、東

京教育大学教授、筑波大学

名誉教授、大東文化大学教

授などを務めた。

■講演会の申込方法

　はがき、FAX、メールのいずれかに「今井凌雪展講

演会」と明記の上、郵便番号・住所・氏名（ふりが

な）・電話番号を記入し、当館までお申し込み下さい。

当館１階受付でも申し込めます。

■交通アクセス(JR徳島駅から）
徒歩　約15分

JR徳島駅西側のポッポ街を抜けて右折。

踏切と助任川を越え、3つ目の信号交差

点を右折して約300m。徳島中学校東隣。

バス
［徳島市営バス］7番乗り場「川内循環線

（右回り）」に乗車。「吉野本町2丁目」で

下車し徒歩で約5分。

［徳島バス］15番乗り場「前川経由」に乗

車。「吉野本町2丁目」で下車し徒歩で約

5分。

タクシー・自動車　約5分

国道192号線、藍場町交差点を北進。助

任川を越え、4つ目の信号を右折して約

300m。当館北側に駐車場があります。

（乗用車43台・大型バス2台）

今井　凌雪
いま い りょうせつ

（1922～2011年）


